
共通 ガイドライン案本文５ページ 「１－１－４．私生活の平穏」について 

ガイドライン案本文27、28ページ 関連裁判例より 

意見例① ガイドライン案を支持・賛同した上で、意見を述べたい。 

インターネット上で野放し状態となっている部落差別の事案は、被差別部落

の所在地情報が流布される問題（識別情報の摘示）だけではない。 

「同和地区（被差別部落）」や「被差別部落出身者」など、特定の共通した属

性に対する偽・誤情報や差別的な揶揄、差別的表現の情報が流通することに

より、偏見や差別意識を増長させている。こうした問題に歯止めをかけるこ

とが重要である。 

ガイドライン案の関連裁判例でも、上記の趣旨が引用されていることから、

私生活の平穏を侵害するものとして、削除の対象とされたい。 

意見例② 関連裁判例（27、28ページ）が例示され、私たちは「部落差別が私生活の平

穏を侵害するもの」とうけとめていただいたことを積極的に評価し、ガイド

ライン案に関して基本的に賛同するものである。 

ガイドライン案をふまえ、意見を述べる。 

「●●で起こった事件の犯人は、同和地区（被差別部落）出身者らしい」な

どと、事実か否かが判明しないまま流布される、部落差別問題に係る情報も

削除の対象とされたい。 

ガイドラインとして公表されることにより、大規模プラットフォーム事業者

をはじめとした「権利侵害情報の削除」が積極的に推進され、「部落差別＝私

生活の平穏の侵害」につながる情報に対する削除等の対応が深化し、インタ

ーネット上の部落差別が一刻も早くなくなることを強く望むものである。 



意見例③ ガイドライン案には基本的に賛同し、SNS 上で野放し状態の部落差別に関し

て、具体的な削除の取り組みが積極的に展開されることを強く望むものであ

る。 

関連裁判例「本件地域の出身等であること及びこれを推知させる情報の公表

も、人格的な利益を侵害するものである」が例示・引用されていることに関

して意見する。 

例えば、わざと同和という文言を「童話」にかえたり、部落民を「Ｂ民」と

表記したり、前後の文脈から部落出身者や同和地区に関する情報であるも

の。具体的には「■■（個人名）は童話関係者（あるいは「Ｂ民」）」といっ

た「暴露」や、同和地区（被差別部落）や同和地区出身者一般に対する偏見

等の情報を流布したりする行為である。 

当然「表現の自由」は尊重されるべきだが「人権侵害や差別する表現の自由」

は許さないという立場である。私たちは、こうした情報も明らかに部落差別

であり、ガイドライン案に基づき権利侵害情報として削除されるべきと考え

ている。 

こうした事案への対処等に関して、障害者差別解消法に基づく対応指針（ガ

イドライン）を参考に、大規模プラットフォーム事業者による自主的な削除

の取り組みや「削除されなかった事案」等の収集。あわせて行政機関等から

の削除要請事案もあわせて分析して今後の対応に関する「協議機関」の整備

を要望する。 

その機関において、当事者からの意見等をふまえながら、削除対象となる権

利侵害情報事案の積み上げによりガイドライン等が補強され、SNS 上の権利

侵害等への対処が推進されることを期待する。ぜひ検討されたい。 

意見例④ 私たちは「部落差別が私生活の平穏を脅かすものである」との趣旨を示した

ガイドライン案を基本的に支持・賛同する。 

ガイドライン案をふまえて大規模プラットフォーム事業者の自主的な取り

組みが積極的に推進されることを期待する。 

意見に関して、例えば「○○（比較的広域な地域）の一部に部落（同和地区）

がある。ガラ（治安）の悪いところだからすぐわかる」等々という情報であ

る。投稿された対象地域が広域であったとしても、文脈上からも、当該地域

及び被差別部落に対する偏見を流布し、地域社会に亀裂や分断を生じさせか

ねない。加えて「被差別部落出身者とみなされる差別」も含まれる。私たち

は「私生活の平穏」を脅かすものであり削除の対象とすべきである。 

ガイドライン案をふまえて、具体的な部落差別につながる情報（投稿）が削

除の対象となるよう、大規模プラットフォーム事業者に働きかけていただき

たい。 

 


